第２０章　文化及び宗教
宗教法人の概況
　宗教法人とは、神道系、仏教系、キリスト教系、諸教等の神社、寺院、教会、その他の教団等で宗教法人法によって設立された法人をいうが、大阪府下の宗教法人総数は、昭和52年３月31日現在6,189法人で総数においては前年より１法人減少した。
　内訳は神道系が前年度より１法人増え1,084法人（総法人数の17.5 パーセント）、仏教系は増減なく3,366法人（同54.4パーセント）､キリスト教系は３法人増の214法人（同3.5パーセント）、諸教は５法人減の1,525法人（同24.6パーセント）となっている。
　宗教別のおもなものをみると､仏教系の真宗系が1,484法人（総法人数の24.0パーセント）を占め、ついで諸教系の天理教が1,448法人（同23.4パーセント）で、この両派で全体の約半分を占めている。ついで、神道系の神社が697法人（同11.3パーセント）仏教系の浄土宗系が512法人（同8.3パーセント）、真言宗系が356法人（同5.8パーセント）、日蓮宗系325法人（同5.3パーセント）となっている。又、地域別にみると市部が5,868法人（総法人数の94.8パーセント）と集中しており、おもな地域は大阪市2,435法人（同39.3パーセント）、堺市456法人（同7.4パーセント）、東大阪市434法人（同7.0パーセント）等である。
興行場・娯楽施設の概況
　興行場法に基づく許可施設数（昭和52年12月末現在）は270場（前年より３場減）で、娯楽施設利用税の課税対象となった施設数（53年３月末現在）は5,862場（同161場増）となり、合計5,971場(同262場増）であった。
　これを市町村別にみると大阪市が3,761場で全体の63パーセントを占め、ついで東大阪市318場、堺市312場の順になっている。
　又、種類別にみると麻雀場が4,449場で、ついで打球場（パチンコ・スマートボール）677場、撞球場259場、映画館270場、ゴルフ練習場200場となっているが、前年に比べると麻雀場が207場増のほかはいずれも前年並みか減少となっている。
耐久消費財の普及状況
　最近１年間（52年３月から53年２月）に購入の多かった耐久消費財は、自転車（13.3パーセント）、カラーテレビ（12.5パーセント）､石油ストーブ（12.2パーセント）、電気洗たく機（8.9パーセント）、電気・ガス冷蔵庫（8.3パーセント）､電気そうじ機（8.2パーセント）などである。これらは普及率も高く（80パーセント以上）、1,000世帯あたりの保有台数も1,000台を越えているのに、なお購入割合が高くなっている。「洗たく機」、「冷蔵庫」、「そうじ機」は、買い替え、「カラーテレビ」は１家に２台の買い増し､「自転車」はブームに乗った新規購入と、購入割合の高くなった要因もいろいろである。
　前年に比べ普及率が大きく伸びたのは､「デジタル式腕時計」、「ステンレス流し台」「電子レンジ」、「エアーコンディショナ」、「ミキサー・ジューサー」などであり、「エアーコンディショナ」は50.4パーセントとなり、２世帯のうち１世帯が所有している。
　最近の傾向としては、全般的に高価なものであっても生活必需品的なものや、生活を快適に過すためのものの購入が多く、「カラーテレビ」を除いては、娯楽的要素の強いものは買い控えられている。
図書館の概況
　ここに述べる図書館とは、図書館法により設立された公共図書館のうち公立図書館をいい、私立図書館、学校図書館等は含まれていない。府下の図書館数（分館を含む）は、昭和53年３月31日現在37館で前年より５館増である。設置者別にみると、府立２館、大阪市立12館、その他の市立22館、町立１館となっている。
　これらの図書館に所蔵されている図書冊数は、昭和52年度末現在319万冊で、この１年間に46万４千冊増加した。
　つぎに貸出状況をみると、52年度中に個人並びに団体等に貸出された図書は、908万６千冊にも及んでいる。このうち個人に貸出された冊数は612万９千冊である。また、図書貸出登録者数は52年度末現在、個人が40万８千人、グループ等の団体は578団体となっている。
